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【委　員】眼科の手術を１０月から開始するとのことだが、どのような手術を行うのか。 

（事務局）手術については、現在、機材を準備する等調整を行っている段階。 

 

【委　員】もの忘れ相談外来の日数が増えた要因は何か。 

（事務局）当院を含め市内２箇所で行っていたが、令和６年３月をもって１箇所が終了したこと

で当院のみとなり、患者数が増えたことから日数も増やすこととなった。 

 

【委　員】８月に救急患者が多いが、熱中症患者が多いのか。 

（事務局）夏場の救急患者は、熱中症や脱水症状が多い。 

 

【委　員】リハビリの点数改正にあわせて対応しているとのことであるが、急性期リハビリの点数 

改定があったことを踏まえての変更か。 

（事務局）加算については施設基準の区分けが変更となり、入院基本料に対応するための施

設基準上、３６５日の提供が必要となった。 

 

【委　員】R７年度決算における特別損失の内訳は何か。 

（事務局）過年度分の修正処理を行ったものである。 

 

【委　員】内視鏡医師の派遣受け入れが週２回から週３回に増えたとのことであるが、がん検診

を受けた患者が、検査で来るような流れを想定してのことか。 

（事務局）検診事業も行っているため、がん検診からの内視鏡検査や、地域の医療機関で検

診を受けた後、精密検査で来る方が増えている状況。 

 

【委　員】資料に風疹抗体検査とあるが、小児４疾患（風疹、、麻しん（はしか）、おたふくかぜ

（流行性耳下腺炎）、水痘（みずぼうそう））の検査も可能か。また、どういう方が検査を

受けているのか。 

（事務局）検査を受けられているのは、市の健診で対象年齢の方および妊娠を希望されている

方とそのパートナーである。事前に予約をすれば、誰でも小児４疾患の抗体価検査を

受けることができる。


